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　農業を取り巻く環境が厳しさを増す中、
安心・安全な米作りを通して地域の活性
化を目指している渡部さん。今回、国内
最大規模のお米のコンクールである米・
食味分析鑑定コンクール国際大会の都道
府県代表お米選手権の部で、見事初の金
賞を受賞しました
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松　

倉　

勇　

功
（
湯
沢
北
分
団
・
部
長
）

　

高　
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德
（
湯
沢
北
分
団
・
部
長
）

　

髙　
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美
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湯
沢
北
分
団
・
班
長
）

　

高　

橋　
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湯
沢
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分
団
・
団
員
）

　

菅　
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一
（
須
川
分
団
・
部
長
）
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藤　
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正
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川
分
団
・
団
員
）
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郎
（
稲
庭
分
団
・
部
長
）

　

金　
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郎
（
院
内
分
団
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団
員
）

　

佐
々
木　

久　

男
（
院
内
分
団
・
団
員
）

　

髙　

橋　

嘉　

之
（
秋
ノ
宮
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団
・
班
長
）
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田　
　
　

真
（
小
野
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団
・
部
長
）

　

後　
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三
（
小
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分
団
・
班
長
）
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子　
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（
小
野
分
団
・
団
員
）

　

佐　

藤　
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和
（
小
野
分
団
・
団
員
）
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橋　
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司
（
皆
瀬
分
団
・
部
長
）

　

髙　

橋　
　
　

満
（
皆
瀬
分
団
・
部
長
）

　

藤　

原　

文　

利
（
皆
瀬
分
団
・
団
員
）

　

佐
々
木　

秀　

男
（
元
須
川
分
団
・
班
長
）

【
永
年
勤
続
章
（
30
年
以
上
勤
続
）】

※

金　

澤　

義　

博
（
幡
野
分
団
・
分
団
長
）

　

伊　

藤　
　
　

一
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湯
沢
分
団
・
副
分
団
長
）

　

髙　
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男
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山
田
分
団
・
部
長
）
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山
田
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長
）
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）
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班
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湯
沢
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団
・
団
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分
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・
部
長
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柴　

田　
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一
（
須
川
分
団
・
団
員
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小
野
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一
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稲
庭
分
団
・
班
長
）
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稲
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・
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

敬
称
略

【
有
功
章
】
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小
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三
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団
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団
・
部
長
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三
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団
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須
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団
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）
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班
長
）

　

滝　
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（
元
川
連
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団
・
部
長
）
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岩　

雄
（
元
川
連
分
団
・
班
長
）
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野　
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（
元
駒
形
分
団
・
部
長
）

　

高　

橋　
　
　

治
（
元
駒
形
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団
・
班
長
）

　

久　
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雄　
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（
元
院
内
分
団
・
班
長
）

　

東
海
林　

正　
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（
元
院
内
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団
・
班
長
）

　

菅　
　
　

義　

照
（
元
秋
ノ
宮
分
団
・
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団
長
）
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弘
（
元
秋
ノ
宮
分
団
・
班
長
）

　

藤　

原　

和　
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（
元
小
野
分
団
・
班
長
）
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橋　

多　

一
（
元
皆
瀬
分
団
・
分
団
長
）

　

佐　

藤　

忠　

一
（
元
皆
瀬
分
団
・
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団
長
）
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一　

郎
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領
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▲齊藤市長から感謝状を受け取る兼子敏夫さん
かね こ とし お

平
成
28
年
湯
沢
市
消
防
出
初
式

地
域
の
安
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全
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し
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守
り
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て

　
　
　 

決
意
を
新
た
に

　

一
月
五
日
、
湯
沢
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
「
湯
沢
市
消
防
出

初
式
」
が
行
わ
れ
、
千
百
人
の
消
防
団
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
初
め
に
、
県
知
事
表
彰
百
五
十
七
人
（
有
功
章
二

十
人
・
永
年
勤
続
四
十
年
以
上
か
ら
三
十
年
以
上
ま
で
四
十
九

人
の
名
前
と
所
属
を
左
ペ
ー
ジ
で
紹
介
、
二
十
五
年
以
上
か
ら

二
十
年
以
上
ま
で
八
十
八
人
）、
県
消
防
協
会
長
表
彰
の
功
労

章
七
人
（
名
前
と
所
属
を
左
ペ
ー
ジ
で
紹
介
）、
勤
続
章
（
十

年
以
上
）
四
十
六
人
、
家
族
表
彰
三
家
族
、
県
消
防
協
会
支
部

長
表
彰
の
勤
続
章
（
七
年
以
上
）
五
十
二
人
、
市
長
表
彰
の
五

年
勤
続
表
彰
五
十
二
人
に
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

三
十
年
以
上
勤
続
し
、
在
職
中
に
班
長
以
上
の
階
級
に
属
し
て

い
た
こ
と
が
あ
り
、
消
防
業
務
お
よ
び
後
進
の
育
成
に
特
段
の

功
績
を
残
し
退
団
さ
れ
た
二
十
八
人
（
名
前
と
所
属
を
左
ペ
ー

ジ
で
紹
介
）
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

齊
藤
市
長
は
「
昨
年
は
、
五
月
に
須
川
地
区
で
一
家
七
人
が

亡
く
な
る
過
去
に
例
を
見
な
い
悲
惨
な
住
宅
火
災
が
発
生
し
た

ほ
か
、
昨
年
暮
れ
に
も
住
宅
火
災
で
二
人
が
亡
く
な
る
な
ど
、

火
災
で
十
人
の
か
た
が
亡
く
な
る
大
変
残
念
な
結
果
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
皆
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ん
に
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、
地
域
の
安
心
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安
全
の
守
り
手
と

し
て
高
い
志
と
使
命
感
を
持
っ
て
、
今
後
と
も
防
火
・
防
災
に

努
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
式
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
、
湯
沢
文
化
会
館
周
辺
で
観
閲
行
進
が
行

わ
れ
、
団
員
た
ち
は
規
律
正
し
く
整
然
と
行
進
し
ま
し
た
。

　

一
月
五
日
、
湯
沢
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
「
湯
沢
市
消
防
出

初
式
」
が
行
わ
れ
、
千
百
人
の
消
防
団
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
初
め
に
、
県
知
事
表
彰
百
五
十
七
人
（
有
功
章
二

十
人
・
永
年
勤
続
四
十
年
以
上
か
ら
三
十
年
以
上
ま
で
四
十
九

人
の
名
前
と
所
属
を
左
ペ
ー
ジ
で
紹
介
、
二
十
五
年
以
上
か
ら

二
十
年
以
上
ま
で
八
十
八
人
）、
県
消
防
協
会
長
表
彰
の
功
労

章
七
人
（
名
前
と
所
属
を
左
ペ
ー
ジ
で
紹
介
）、
勤
続
章
（
十

年
以
上
）
四
十
六
人
、
家
族
表
彰
三
家
族
、
県
消
防
協
会
支
部

長
表
彰
の
勤
続
章
（
七
年
以
上
）
五
十
二
人
、
市
長
表
彰
の
五

年
勤
続
表
彰
五
十
二
人
に
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

三
十
年
以
上
勤
続
し
、
在
職
中
に
班
長
以
上
の
階
級
に
属
し
て

い
た
こ
と
が
あ
り
、
消
防
業
務
お
よ
び
後
進
の
育
成
に
特
段
の

功
績
を
残
し
退
団
さ
れ
た
二
十
八
人
（
名
前
と
所
属
を
左
ペ
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紹
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し
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。

　

齊
藤
市
長
は
「
昨
年
は
、
五
月
に
須
川
地
区
で
一
家
七
人
が

亡
く
な
る
過
去
に
例
を
見
な
い
悲
惨
な
住
宅
火
災
が
発
生
し
た

ほ
か
、
昨
年
暮
れ
に
も
住
宅
火
災
で
二
人
が
亡
く
な
る
な
ど
、

火
災
で
十
人
の
か
た
が
亡
く
な
る
大
変
残
念
な
結
果
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
皆
さ
ん
に
は
、
地
域
の
安
心
・
安
全
の
守
り
手
と

し
て
高
い
志
と
使
命
感
を
持
っ
て
、
今
後
と
も
防
火
・
防
災
に

努
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
式
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
、
湯
沢
文
化
会
館
周
辺
で
観
閲
行
進
が
行

わ
れ
、
団
員
た
ち
は
規
律
正
し
く
整
然
と
行
進
し
ま
し
た
。



2016.02.01
4

2016.02.01
5

　

市
で
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
三
十
日
に

ヤ
マ
ト
運
輸
株
式
会
社
お
よ
び
ヤ
マ
ト
マ
ル

チ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式

会
社
と
「
高
齢
者
の
見
守
り
支
援
」
と
「
高

齢
者
世
帯
向
け
リ
コ
ー
ル
製
品
回
収
の
取
り

組
み
」
を
進
め
る
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。

　

協
定
で
は
、
リ
コ
ー
ル
製
品
の
情
報
を
市

の
配
布
物
と
一
緒
に
高
齢
者
の
自
宅
に
宅
急

便
を
使
い
、
手
渡
し
す
る
ほ
か
、
対
象
の
製

品
が
見
つ
か
っ
た
場
合
は
、
回
収
・
交
換
を

行
う
も
の
で
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
全
国

初
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
配
達
先
の
高
齢
者
が
長
期
間
不
在

に
し
て
い
る
場
合
や
体
調
不
良
な
ど
の
場
合

に
は
、
市
に
報
告
し
、
市
の
職
員
な
ど
が
直

接
訪
問
し
て
、
安
否
の
確
認
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

三
月
か
ら
四
千
三
百
十
二
世
帯
（
六
五
歳

以
上
の
み
の
世
帯
）
に
、
リ
コ
ー
ル
製
品
の

お
知
ら
せ
（
加
湿
器=
Ｔ
Ｄ
Ｋ
株
式
会
社

と
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ=
積
水
化
学
工
業

株
式
会
社
の
二
社
）と
、
市
か
ら
の
お
知
ら

せ
（
そ
の
電
話　

詐
欺
か
も
＝
市
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
、
湯
沢
図
書
館
宅
配
サ
ー
ビ
ス

＝
湯
沢
図
書
館
）
の
四
点
を
配
布
し
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
リ
コ
ー
ル
製
品
の
チ
ラ
シ
を

見
た
か
た
か
ら
四
件
の
情
報
が
寄
せ
ら
れ
、

製
品
の
回
収
と
無
償
交
換
を
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
他
の
媒
体
（
新
聞
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ

オ
な
ど
）
と
比
べ
、
発
見
率
が
高
い
と
い
う

こ
と
で
、
企
業
側
か
ら
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
情
報
の
届
き
に
く
い
高
齢

者
に
向
け
、
情
報
の
発
信
と
見
守
り
支
援
を

行
い
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
安
心
安
全
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
放
課
後
児
童
健
全

　
育
成
事
業
）

　

日
中
、
仕
事
な
ど
で
家
庭
に
保
護
者
な
ど

　

が
い
な
い
児
童
を
対
象
に
、
地
域
・
学
校

　

の
協
力
を
得
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
安

　

全
な
放
課
後
を
過
ご
す
た
め
の
事
業

○
対
　
象　

　

小
学
校
1
年
生
か
ら
6
年
生
ま
で
の
う
ち
、

　

放
課
後
に
帰
宅
し
て
も
保
護
者
な
ど
が
い

　

な
い
児
童

※

利
用
定
員
を
上
回
っ
た
場
合
な
ど
は
学
年

の
低
い
児
童
を
優
先
し
ま
す
。

○
実
施
日
時　

　

平
日
＝
放
課
後
〜
午
後
6
時
30
分
、
土
曜

　

日
と
学
校
の
長
期
休
業
日
＝
午
前
8
時
〜

　

午
後
6
時
30
分

※

土
曜
日
と
学
校
の
長
期
休
業
日
は
昼
食
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
日
曜
日
、
祝
日
お
よ
び

年
末
年
始
は
休
み
で
す
。

○
申
し
込
み
方
法

　

各
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
福
祉
課
児
童
福

　

祉
班
、
各
総
合
支
所
に
備
え
付
け
の
申
請

　

書
に
記
入
の
上
、
保
護
者
の
就
労
証
明
書

　

を
添
え
て
、
各
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
ま

　

た
は
福
祉
課
児
童
福
祉
班
、
各
総
合
支
所

　

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

○
申
込
期
間

　

2
月
1
日
㈪
〜
3
月
1
日
㈫

○
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
児
童
福
祉
班
（
☎
78
0
1
6
6
）

　

ま
た
は
各
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　　

祝田放課後児童健全育成施設

旧岩崎小学校内

倉内住宅集会所内

湯沢コミュニティーセンター隣接

若草幼稚園内

双葉乳児保育園内

小野児童館（旧小野小学校内）

院内児童館

秋ノ宮児童館

横堀交流センター内（旧横堀小学校内）

深堀保育園内

旧稲川福祉サポートセンター

稲川克雪管理センター2階

特別養護老人ホームふれあいの里内

     電話番号 

☎72-1811

☎73-3490

☎080-1677-3651

☎72-8456

☎73-6738

☎56-6888

☎52-2590

☎52-2498

☎55-2862

☎090-5232-9001

☎72-2512

☎090-7068-4845

☎080-1822-5732

☎58-4155

放課後児童クラブ一覧 
　学     区

湯　沢　東

湯　沢　西

湯沢東・西

雄勝（小野）

雄勝（院内）

雄勝（秋ノ宮）

雄勝（横堀）

山　　　  田

川連・駒形

稲庭・三梨

皆　     　瀬

　    名　　　　称　

　祝田児童クラブ

　岩崎児童クラブ

　倉内団地児童クラブさくらっ子

　湯沢南児童クラブ

　若草学童部

　ふたば学童クラブ

　小野児童館

　院内児童館

　秋ノ宮児童館

　ワンパクハウス

　深堀ぐんぐんキッズ

　いなかわっこ大舘教室

　いなかわっこ宮田教室

　皆瀬児童クラブ

　    住　　　　所

字祝田 154 番地 1

岩崎字寝連沢 1番地 10

倉内字三ツ田 1番地 11

千石町二丁目 4番 8号

清水町二丁目 3番 3号

表町四丁目 5番 25 号

小野字油屋敷 15 番地

院内字田用橋 61 番地

秋ノ宮字山岸 146 番地

横堀字小田中 5番地 2

深堀字高屋敷 58 番地 3

川連字上平城 2番地 6

三梨字宮田屋布前17番地

皆瀬字下菅生 32 番地

民
間
企
業
と
の

　
　
　
連
携
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
支
援

四
千
三
百
十
二
世
帯
へ

配
布
し
、
四
件
の

リ
コ
ー
ル
製
品
を
回
収

経
済
産
業
省

製
品
安
全
対
策
優
良

企
業
表
彰
特
別
賞
受
賞

民
間
企
業
と
の

　
　
　
連
携
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
支
援

四
千
三
百
十
二
世
帯
へ

配
布
し
、
四
件
の

リ
コ
ー
ル
製
品
を
回
収

経
済
産
業
省

製
品
安
全
対
策
優
良

企
業
表
彰
特
別
賞
受
賞

平
成
28
年
度

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
児
童
募
集

平
成
28
年
度

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
児
童
募
集

平
成
28
年
度

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
児
童
募
集

　

こ
の
取
り
組
み
が
、
経
済
産
業
省
の
「
第

九
回
製
品
安
全
対
策
優
良
企
業
表
彰
特
別

賞
部
門
特
別
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、企
業
と
自
治
体
が
連
携
し
て
、

効
果
的
な
リ
コ
ー
ル
製
品
の
発
見
に
向
け
た

手
法
開
発
へ
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
た
も

の
で
す
。

○
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
地
域
福
祉
班

　
（
☎
73
2
1
2
2
）

「
高
齢
者
の
見
守
り
」
と
「
リ
コ
ー
ル
製
品
回
収
の
取
り
組
み
」

全
国
初
の
取
り
組
み
で
成
果

「
高
齢
者
の
見
守
り
」
と
「
リ
コ
ー
ル
製
品
回
収
の
取
り
組
み
」

全
国
初
の
取
り
組
み
で
成
果

り
組
み
」

ル

と

り
」

守

「
高
齢
者
の
見
守
り
」
と
「
リ
コ
ー
ル
製
品
回
収
の
取
り
組
み
」

「
高
齢
者
の
見
守
り
」
と
「
リ
コ
ー
ル
製
品
回
収
の
取
り
組
み
」

「
高
齢
者
の
見
守
り
」
と
「
リ
コ
ー
ル
製
品
回
収
の
取
り
組
み
」

りり

収収
の

」

「「
リ
コ

と
」

守守守
り

高
「「「
高

守守
り
」
り
」
と
「
リ
コ

回回
収

」

４
件
の
リ
コ
ー
ル
製
品
を
発
見

４
件
の
リ
コ
ー
ル
製
品
を
発
見

４
件
の
リ
コ
ー
ル
製
品
を
発
見

全
国
初
の
取
り
組
み
で
成
果

　

下
の
チ
ラ
シ
は
今
回
配
布
し
た
積
水
化

学
工
業
株
式
会
社
の
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ

（
右
）と
Ｔ
Ｄ
Ｋ
株
式
会
社
の
加
湿
器（
左
）。

　

共
に
重
大
な
事
故
が
発
生
し
て
お
り
早

急
な
回
収
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。



　昨年11月に亡くなられた浅野賢二さんが旭日単
光章に叙せられ、ご家族に勲章と勲記が伝達され
ました。昭和60年に旧稲川町議会議員に初当選し、
副議長などを歴任された後、平成17年10月まで湯沢
市議会議員として地方自治の発展に尽力されました。
　妻の勝子さんは「生前はたくさんのかたに支え
てもらい、幸せだったと思います」と話していま
した。

故 浅野　賢二
あさの

さん （享年83歳）

叙勲 旭日単光章
【地方自治功労】

けんじ

【梺】

▲勲記の伝達を受ける妻の勝子さん

2016.02.01
7

地域包括ケア～高齢になっても安心して地域や家庭で暮らすために　地域包括ケア～高齢になっても安心して地域や家庭で暮らすために　地域包括ケア～高齢になっても安心して地域や家庭で暮らすために 8

　地域包括ケア（高齢者の生活を一体的、継続的に支援する仕組み）をシリーズで
紹介します。

　誰もが安心して暮らすためには、公的なサービスだけ
ではなく、ＮＰＯやボランティア、民間企業などによる
生活を支援するサービスの充実が求められています。そ
のためには地域で生活する一人一人の理解と協力が欠か
せません。また、元気な高齢者が生活支援の担い手とし
て活躍し、社会的役割をもつことで、生きがいや介護予
防につなげる心構えも重要です。

○問い合わせ　地域包括支援センター（☎78－2311）へ

2016.02.01
6

地域包括ケアシステムを支えるのは
生活支援サービスの充実と高齢者の社会参加

高齢者自身が自分でできる生活設計や、
健康の維持増進に取り組むことです
例：介護予防に取り組むなど

地域に住む人同士による助け合いのこと
で、自助活動の充実にもつながります
例：近隣の助け合いやボランティアなど

社会保険のように費用負担などが制度化
された相互扶助です
例：医療保険や介護保険、年金など

自助、互助、共助では対応できないもの
に対する公の社会保障です
例：生活保護や人権擁護・虐待対策など

互  助

共  助

公  助

自  助

○皆さんの助け合いが地域包括ケアを支えます

初 勝

注

全国大会に出場
の小・中学生を
紹介します

○第61回青少年読書感想文全国コンクール
　読書感想文／作品名「ふたりのパオズ」

　第61回青少年読書感想文県
コンクールで、佐藤さんの作品
が小学校中学年の部／課題読
書で最優秀賞に輝き、全国コン
クールに推薦されました。

佐　藤　茉奈佳   さん
さ　と　う ま　な　か

湯沢東小学校4年

藤　田　健　斗   さん
ふ　じ　た け　ん　と

湯沢南中学校2年

○2015第7回ジャパンジュニ
　アユースサッカー大会アン
　ダーアーマーカップインク
　マガヤ
　平成27年12月25日～28日、埼玉県熊谷市／熊谷
　スポーツ文化公園陸上競技場ほか

（ブラウブリッツ秋田U-15所属）
　昨年の11月21日、22日、秋田市のＣＮＡアリーナ
（市立体育館）で行われた平成27年度第46回県中学
校秋季バスケットボール大会に湯沢南中学校男子バ
スケットボール部が出場し、見事初優勝に輝きました。
　千葉隼人主将は「チーム全員がチームワークを大
切にして、練習の成果を発揮し戦うことができた。
優勝できてとてもうれしい」と話してくれました。

湯沢南中学校　男子バスケットボール部

平成27年度第46回県中学校秋季
バスケットボール大会

優

全国大
の小・
紹介し

さ　と　う ま　な　か
湯沢東小学校4年

トピックスＴＯＰＩＣＳ

▲100歳の誕生日を迎え、祝い状を受ける後藤さん

後藤　ツ子ヨ
ねごとう

さん （健寿苑）

おめでとうございます　100歳長寿

　1月6日、100歳の誕生日を迎えた後藤さんが
入所している特別養護老人ホーム健寿苑を長寿
福祉課長が訪問し、祝い状とお祝い金を手渡し
ました。
　当日は、同施設で花束を準備して、家族のか
たと職員で後藤さんの100歳の誕生日をお祝いし
ました。同施設の職員から花束が贈られ「100歳
になった気分はどうですか」と尋ねられると、
後藤さんは「上々です」と答え、笑顔を浮かべ
うれしそうにしていました。

▲100歳の誕生日を迎え、祝い状を受ける佐藤さん

佐藤　スカヨ
さとう

さん （京政）

おめでとうございます　100歳長寿

　1月5日、100歳の誕生日を迎えた佐藤さんの
自宅を市長が訪問し、祝い状とお祝い金を手渡
しました。
　佐藤さんは、近所の皆さんが集まるお茶飲み
会に参加し、おしゃべりをしたり歌ったりして
にぎやかに過ごすのが楽しみだそうです。
　若いころは野菜の行商をしていた佐藤さん。
「いつでも正直に、人から信用されるよう心掛
け、一生懸命働いてきたので丈夫な体になりま
した」と元気よく話してくれました。

ちば　　はやと

　昨年10月に亡くなられた後藤道吉さんが旭日単
光章に叙せられ、ご家族に勲章と勲記が伝達され
ました。平成3年に旧皆瀬村議会議員に初当選し、
副議長などを歴任された後、17年10月まで湯沢市
議会議員として地方自治の発展に尽力されました。
　妻のイソさんは「議員としての活動を支えてく
れた地域の皆さんのおかげと感謝しています」と
話していました。

故 後藤　道吉
ごとう

さん （享年82歳）

叙勲 旭日単光章
【地方自治功労】

みちよし

【板戸】

▲勲記の伝達を受ける妻のイソさん

かつこ



　

臨
床
心
理
士
に
よ
る
心
の
健
康
に
関
す

る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
事
前
の
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。

◯
と　

き　

2
月
18
日
㈭
／
①
午
前
10
時

〜
正
午
②
午
後
1
時
〜
3
時

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

◯
相
談
料　

無
料

◯
定　

員　

4
人
（
先
着
順
）

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

健
康
対
策

課
保
健
推
進
班
（
☎
56
8
0
2
0
）
へ

　

平
成
二
十
七
年
度
に
提
案
型
補
助
金
を

活
用
し
た
団
体
の
実
績
報
告
と
評
価
市
民

会
議
委
員
に
よ
る
事
業
の
検
証
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
地
域
課
題
を
解
決
し
、
活
気

あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
手
法
と
し
て
期
待
さ

れ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
」
に
関

す
る
基
調
講
演
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
ど

な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

◯
と　

き　

2
月
28
日
㈰
午
後
1
時
〜
4

時
30
分

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

◯
内　

容　

①
活
動
報
告
②
基
調
講
演

◯
参
加
料　

無
料

◯
問
い
合
わ
せ　

く
ら
し
の
相
談
課
市
民

　

協
働
班
（
☎
55
8
0
3
3
）
へ

　

犬
っ
こ
ま
つ
り
開
催
期
間
中
、
雄
勝
郡

会
議
事
堂
記
念
館
を
一
般
公
開
し
ま
す
。

　

館
内
に
は
湯
沢
凧た
こ

や
旧
湯
沢
男
子
尋
常

小
学
校
時
代
の
児
童
が
制
作
し
た
習
字
、

図
画
、
作
文
を
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◯
と　

き　

2
月
13
日
㈯
、
14
日
㈰
／
午

前
9
時
30
分
〜
午
後
8
時
（
14
日
は
午

後
6
時
ま
で
）

◯
と
こ
ろ　

雄
勝
郡
会
議
事
堂
記
念
館

（
北
荒
町
2
―
20
）

◯
入
館
料　

無
料　

◯
展　

示　

①
〜
郷
土
の
伝
承
〜
湯
沢
凧

展
②
近
代
児
童
作
品
展
6
期
（
昭
和
16

年
度
〜
39
年
度
）

◯
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
社
会
教
育

文
化
班
（
☎
73
2
1
6
3
）
へ

　

平
成
二
十
七
年
分
の
確
定
申
告
期
限
と

納
期
限
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◯
申
告
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
、

贈
与
税　

3
月
15
日
㈫

◯
個
人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ
び
地
方
消

費
税　

3
月
31
日
㈭

※
税
務
署
で
の
申
告
相
談
は
、
2
月
16
日

㈫
か
ら
で
す
。

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
税
務
署
（
☎
73

5
1
0
0
）
へ

【
発
達
障
害
児
・
者
巡
回
相
談
】

　

発
達
障
害
に
関
し
て
の
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

◯
と　

き　

2
月
19
日
㈮
午
後
1
時
30
分

〜
5
時

◯
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
2
階
会
議
室

21
・
22

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

2
月
12
日

㈮
ま
で
、
秋
田
県
発
達
障
害
者
支
援
セ

ン
タ
ー
ふ
き
の
と
う
秋
田
（
☎
0
1
8

―
8
2
6
―
8
0
3
0
）
へ

【
出
前
相
談
会
】

　

障
が
い
の
あ
る
人
や
そ
の
家
族
の
悩
み

ご
と
、
困
り
ご
と
な
ど
に
つ
い
て
、
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。

◯
と　

き　

2
月
19
日
㈮
午
後
1
時
30
分

〜
5
時

◯
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
3
階
会
議
室

31
◯
相
談
内
容　

各
種
制
度
や
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
内
容
・
利
用
に
関
す
る
こ
と
、
地

域
生
活
や
介
護
に
関
す
る
こ
と
な
ど

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
雄
勝

包
括
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
相
談

支
援
部
会
事
務
局
（
や
ま
ば
と
園
内
☎

42
2
1
4
1
）
ま
た
は
市
福
祉
課
障
が

い
福
祉
班
（
☎
55
8
0
7
5
）
へ

◯
応
募
資
格　

県
内
出
身
で
、
国
、
公
、

私
立
大
学
（
短
大
を
含
む
）
に
在
学
中
、

ま
た
は
今
春
に
入
学
予
定
の
人

◯
募
集
人
員　

若
干
名
（
応
募
多
数
の
場

合
は
選
考
）

◯
奨
学
金　

年
額
十
二
万
円
（
給
費
生
）

◯
申
込
期
間　

2
月
1
日
㈪
〜
3
月
31
日

㈭
◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

京
野
育
英

団
担
当
菅
野
（
秋
田
銘
醸
株
式
会
社
内

☎
73
3
1
6
1
内
線
1
2
1
）
へ

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会

〜
一
人
で
苦
し
ま
な
い
で

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
〜

湯
沢
市
参
加・協
働
の

ま
ち
づ
く
り
補
助
金
事
業

活
動
報
告
会

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

2016.02.01
9

2016.02.01
8

雄
勝
郡
会
議
事
堂
記
念
館

冬
季
一
般
公
開

の
お
知
ら
せ

平
成
28
年
度

公
益
財
団
法
人
京
野
育
英
団

大
学
奨
学
生
募
集

　

二
十
代
か
ら
三
十
代
ま
で
の
若
手
社
会

人
と
学
校
生
活
や
進
路
な
ど
に
つ
い
て
話

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
事
前
の
申
し
込
み

は
不
要
で
す
。
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

◯
と　

き　

2
月
9
日
㈫
午
後
4
時
〜
6

時
（
出
入
り
自
由
）

◯
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
1
階
市
民
ロ

ビ
ー

◯
対　

象　

中
学
生
お
よ
び
高
校
生

◯
参
加
料　

無
料

◯
問
い
合
わ
せ　

Ａ
Ｌ
Ａ
Ｒ
Ｅ
秋
田
支
部

岩
間
（
市
ま
る
ご
と
売
る
課
内
☎
55

8
1
8
0
）
へ

◯
と　

き　

2
月
27
日
㈯
午
後
1
時
15
分

〜
4
時
15
分

◯
と
こ
ろ　

雄
勝
文
化
会
館

◯
内　

容　

▼
基
調
講
演
＝
「
街
な
か
を

再
生
す
る
に
は
、
何
が
必
要
か
」
〜
美

郷
町
の
取
り
組
み
は
〜
／
講
師
＝
松ま
つ

田た

知と
も

己み

さ
ん
（
美
郷
町
長
）
▼
意
見
交
換

会
＝
「
ワ
ク
ワ
ク
・
ド
キ
ド
キ
す
る
地

域
と
は
‼
」
／
意
見
発
表
者
＝
五
城
目

町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
お
よ
び
湯
沢

市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

◯
問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
が
ち
ふ

る
さ
と
学
校
（
☎
78
6
0
2
7
）
へ

◯
と　

き　

2
月
21
日
㈰
午
前
8
時
30
分

集
合
、
9
時
30
分
試
合
開
始

◯
と
こ
ろ　

総
合
体
育
館

◯
参
加
資
格　

高
校
生
以
上
で
、
市
内
在

住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
人
で
組
織
し

て
い
る
チ
ー
ム

◯
参
加
料　

1
チ
ー
ム
五
千
円

◯
申
し
込
み　

2
月
15
日
㈪
ま
で
、
総
合

体
育
館
（
☎
72
6
5
0
0
）
へ

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
市
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
協
会
事
務
局
丹
（
☎
0
9
0
―

2
6
0
5
―
2
8
8
6
）
へ

　

湯
沢
秋
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
、

湯
沢
駅
二
階
の
東
西
自
由
通
路
「
ゆ
う
ゆ

う
ロ
ー
ド
」
で
、
昭
和
の
時
代
に
撮
影
し

た
湯
沢
駅
前
の
街
並
み
な
ど
懐
か
し
い
風

景
写
真
と
、
現
在
の
様
子
を
写
し
た
写
真

を
並
べ
て
展
示
し
た
写
真
展
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
秋
田
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
幹
事
渡
部（
☎
73
9
6
3
1
）へ

◯
と　

き　

3
月
3
日
㈭
午
後
1
時
30
分

◯
と
こ
ろ　

雄
勝
文
化
会
館

◯
テ
ー
マ　
「
相
互
に
支
え
あ
う
」
地
域

の
構
築
を
目
指
し
て

◯
演　

題　
「
地
方
創
生
と
地
域
づ
く
り

に
つ
い
て
」

◯
講　

師　

佐さ

藤と
う

博ひ
ろ
し

さ
ん
（
前
厚
生
労
働

省
社
会
援
護
局
総
務
課
地
域
支
援
対
策

専
門
官
）

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
市
社
会
福
祉
協
議

会
雄
勝
地
区
福
祉
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

阿
部
（
☎
52
5
3
3
3
）
へ

◯
と　

き　

3
月
22
日
㈫
〜
6
月
21
日
㈫

／
午
前
9
時
〜
午
後
3
時
50
分

◯
と
こ
ろ　

㈱
し
す
て
む
工
房（
横
手
市
）

◯
内　

容　

ワ
ー
プ
ロ
・
表
計
算
ソ
フ
ト

の
基
礎
操
作
な
ど

◯
受
講
料　

無
料（
テ
キ
ス
ト
代
は
別
途
）

◯
対　

象　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
し

込
み
を
し
て
い
る
人

◯
定　

員　

15
人（
面
接
な
ど
に
よ
り
選
考
）

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

2
月
24
日

㈬
ま
で
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
湯
沢
（
☎
73

6
1
1
7
）
へ

子
ど
も・若
者
活
躍
推
進
事
業

☆
若
手
社
会
人
と
の

フ
リ
ー
ト
ー
ク
☆

街
な
か
再
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅱ

　
　
〈
地
域
創
生
の

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
〉

湯
沢
市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

総
合
選
手
権
大
会

湯
沢
駅
完
成
記
念
写
真
展

「
昭
和
の
風
景
と

現
在（
い
ま
）」

平
成
27
年
度

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会

求
職
者
支
援
訓
練

「
Ｉ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
基
礎
科
」

受
講
者
募
集

平
成
27
年
分
の

確
定
申
告
期
限
と

納
期
限
の
お
知
ら
せ

ふ
き
の
と
う
秋
田
と

相
談
支
援
部
会

コ
ラ
ボ
相
談
会

国
か
ら
の
お
知
ら
せ

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

宝くじの助成金で
　　　　　 整備しました
宝くじの助成金で
　　　　　 整備しました
宝くじの助成金で
　　　　　 整備しました

▲整備したトイレ

　一般財団法人自治総合センターの宝くじ助成
金を活用して三梨老人憩の家のトイレを整備し
ました。
　この施設整備により、
地域のコミュニティ活動
の拠点としてますますの
利用が期待されます。　



　皆さん、平成28年のスタートは順調でしょうか。年末年始の帰省から湯沢に戻った際には、
一面の雪景色に 「ガ━(ﾟДﾟ;)━ン!」 と思わずにはいられませんでしたが、徐々に深い雪も生
活の一部と感じられるようになりました。さて、今回は、昨年12月に策定した「湯沢市まち・ひと・
しごと創生総合戦略ー 「懐かしい未来」 へー」 に込めた思いについてお伝えしたいと思います。
　これは、「まちの存続を脅かす人口減少にどう立ち向かうか」 という戦略です。少子化による人口減少は、もっ
と早くに予兆できたはずであり、センセーショナルに問題が指摘されるまで本格的な対策に動かなかったことは、
日本全体として反省すべきだと思います。
　しかし、大局的に見れば、日本の人口が急速に増加してきたのは戦後のことです。2060年には人口が1億人を
切ると言われていますが、実は日本の人口が１億人に達したのは50年ほど前のことですし、終戦のころにはおよ
そ7000万人でした。そう考えれば、人口減に絶望する必要はないのかもしれません。
　一方、急激な人口増加の中で、社会は大きく変わってきました。市場拡大に伴い産業や商売は細分化され、モ
ノが溢れ、生活が便利になる中で、個人主義的ライフスタイルが浸透してきました。さまざまな既成概念が形作
られるとともに、社会全体が縦割り化してきたようにも思います。
　人口減少に向かう中で、これからの湯沢の暮らしをどのようにデザインしていくか。そう考えたとき、浮かん
できたのが 「懐かしい未来」 というイメージでした。人口規模にあわせて生活の時計の針を巻き戻す、すなわち、
一昔前の暮らしの知恵や工夫に学び、先人の経験を新しい時代に溶け込ませるのです。例えば働き方では、昔な
がらの内職をヒントに、家庭と農作業を両立できる在宅就労を後押ししたり、子育てでは、自助と公助に加え、
地域全体で子どもを育てる昔懐かしい風景を復活させたいと考えています。そうした取り組みを通じ、現代の利
便性と過去のぬくもりの双方が感じられる社会を、この湯沢に実現したいと考えています。
　人口減少への対応は、最初から正解が見えない不安もありますが、未来のまちの在り方を創造する楽しさもあ
ります。危機感とワクワク感を共に感じながら、新しい湯沢を皆さんと共に創り上げていけたらと願っています。

湯沢市副市長　藤井 延之

179,730

項　　　目
内　　　　　訳 件数・個数 金額（円）

12月分

合　　　計 24

1 10,000弔 慰 金 等

1 17,920協　賛　金

6,9502祝金及び寸志

0 0見　舞　金

香典

7 53,360接　　　遇

13 91,500会　　　費

市長日誌（12月）

交際費報告

2日（水）

院内地区敬老会、秋ノ宮中入会敬老会
への御祝（清酒）

湯沢ロータリークラブ年末大家族会ほ
か

平成27年産湯沢市酒造好適米品評会
への市長賞協賛

置戸町開町100周年記念式典への生花
贈呈ほか

※各項目の詳細については、市ホームページをご覧ください。

湯沢雄勝広域市町村圏組合議会全員協議会、同12月臨
時会

副市長の「びゃっこ聞いでけれ」市長の「びゃっこ聞いでけれ」

▲湯沢市合同スキー場開きでテープカットする齊藤市長

　　　　　　　　　　

2016.02.01
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3日（木） 市議会12月定例会、あきぎん会
4日（金） 市議会12月定例会
5日（土） 湯沢町制施行60周年記念式典・湯沢学園竣工式（新潟

県湯沢町）
6日（日） 市長との対話集会（高松地区）
7日（月） 社会福祉法人いなかわ福祉会　地域密着型小規模特別

養護老人ホーム建設工事安全祈願祭、第1回湯沢市行
財政改革推進計画策定委員会

8日（火） 国土交通省東北地方整備局長とのまちづくり懇談会
10日（木） 日独交流中学生派遣事業訪問団報告会、湯沢ロータリー

クラブ年末大家族会
11日（金） 第6回こまちイブニングサロン
14日（月） 市長との対話集会（弁天地区）、高橋義明氏旭日双光

章受章祝賀会
15日（火） 湯沢雄勝広域市町村圏組合管理者会
16日（水） 市議会12月定例会
17日（木） 攝津祐一氏瑞宝単光章受章祝賀会
18日（金） 湯沢市合同スキー場開き、湯沢市地方創生推進会議、

雄勝中央病院大忘年会
21日（月） 平成27年度湯沢ジオパークガイド認定式、市議会全員

協議会
22日（火） 湯沢市農業振興地域整備促進協議会
24日（木） 定例記者会見、湯沢雄勝広域市町村圏組合議会全員協

議会、同12月定例会
28日（月） 年末あいさつ
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男女共同参画・少子化対策
通信

　県の婚姻状況をみると、平成17年には5,000組の婚姻数がありましたが、25年には3,865組まで減少しており、
12年から全国最下位が続いています。また、25年の県内平均初婚年齢をみると、男性は30.7歳、女性は28.8歳と
17年の男性29.2歳、女性27.5歳よりも晩婚化が進んでいます。　　　　（厚生労働省　人口動態統計より引用）

◎結婚を考えている人は、自分から行動しましょう

結婚を考えているあなたに

　相手を見つけるには、自分を知ってもらう自己アピール力が必要です。相手に自分の良さを伝える方法
や、相手の立場に立って考えることなどを身につけ、自分を磨き、自己アピールの方法を学習することが
大切です。自分を磨く努力は婚活だけでなく、今後の人生にもきっとプラスになるでしょう。

自分を磨く3

　自分の希望と相手の条件が明確にされているので安心です。結婚コーディネーターがマッチングのお手
伝いをします。お付き合い中も親身に相談に応じ、応援してくれます。

あきた結婚支援センターのマッチング（お見合い）をしてみる2

　気負わず気軽に多くのイベントに参加してみましょう。初めから積極的に話せなくても、参加していく
うちに流れがつかめ、会話も弾むようになります。先入観なく相手を探せるメリットがあります。

イベントに参加してみる１

　内閣府では、平成28年度「男女共同参画週
間」キャッチフレーズの募集を行います。27
年度は「地域力×女性力＝無限大の未来」で
したが、28年度はさらに女性の活躍を進めて
いく節目の年となります。ぜひあなたのアイ
デアを聞かせてください！
○応募資格　どなたでも応募できます
　　　　　　（何作品でも応募可能です）
○応募期限　2月29日(月)
○応募方法　男女共同参画局のホームページ
　（http://www.gender.go.jp/public/we
　ek/week.html）に必要事項を入力して
　応募してください
※入賞作品には記念品が贈呈されます。最優
秀賞は男女共同参画担当大臣から表彰されます。

男女共同参画週間
　　　　　キャッチフレーズ募集

　どんな方法でも、まずは自分で行動を起こすことが必要です。
　また、日頃から職場の同僚や友人、同級生など、同世代との付き合いを大切にして、より良い人間関係を作って
おくことが、婚活する上でも大変重要なことではないでしょうか。真剣に自分の将来について考えてみましょう。

ゆきんこナイトゆきんこナイト
　Yuzawa出会い隊では「ゆきんこナイト」を開催します。当日は、
心まで温まるチョコレートフォンデュやさまざまなスイーツを取り
そろえていますので、気軽に参加して楽しみましょう！さむ～い冬
をあったかパーティと素敵な出会いで乗り切ろう！！ 

○と　　　き　2月27日㈯午後6時～8時
○と こ ろ　湯沢グランドホテル
○対 象 者　20歳～30歳代の独身男女(定員60人)
○参 加 料　男性3,000円　女性2,000円
○申 込 方 法　メールでお申し込みください 
　　　　　　　宛先：y-ydt@city.yuzawa.lg.jp
　　　　　　　【メール件名：ゆきんこ】
　　　　　　　①氏名・年齢・性別 
　　　　　　　②郵便番号・住所・連絡先(携帯電話)
○申 込 期 限　2月17日(水)　午後5時まで
○問い合わせ 　Yuzawa出会い隊事務局(企画課内☎55-8274）へ
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みんなで目指そう、世界ジオパーク！
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ゆざわジオパーク日帰りバスツアー
参加者募集中！（先着 20 人まで）
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※参加料は当日お支払いください。
　参加者が5人に満たない場合は、ツアーを行いません。

（昼食代、ガイド代、体験料など含む）（昼食代、ガイド代、体験料など含む）3,000円参加料参加料参加料参加料

3月13日㈰
3 000円参参参参参参参参加加参加参参参参参加料加料加料加料

3月13日㈰
冬だ！雪だ！何しよう？ツアー冬だ！雪だ！何しよう？ツアー冬だ！雪だ！何しよう？ツアー冬だ！雪だ！何しよう？ツアー
ときときときとき

9：00　　市役所本庁舎前出発（15分前まで集合してください）

　　　　　・小安峡見学

　　　　　・小安峡周辺をスノーハイキング

　　　　　・小安峡温泉（昼食・入浴）

　　　　　・とことん山（体験：木工クラフト）

16：30　　市役所本庁舎前帰着解散

◎申込期限　3月4日㈮
◎申し込み　羽後交通観光
　　　　　　（☎73－1151）

コ
ー
ス
概
要
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湯沢のスポーツ

116

ユースポ

このページに関する問い合わせ

教育委員会生涯学習課スポーツ振興班
☎55－8286　FAX72－8515
※市のホームページにもスポーツ情報を掲
載しています。「トップページ→暮らしのガ
イド→スポーツ」

湯沢のスポーツ情報

2016.02.01
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一般講習会

スノーフェスタ
2016

湯沢雄勝小学生スキー
交流会アルペン競技大会

○と　き　2月14日㈰、21日㈰、28日㈰ ／午前10時～午後3時
○参加料　受験する級別で料金が異なります
○問い合わせ　湯沢スキースクール谷藤（☎090-8780-8832）へ

○と　き　2月28日㈰／午前11時にスキークラブヒュッテ前を出発
○参加料　無料
○問い合わせ　湯沢スキースクール谷藤（☎090-8780-8832）へ

○と　き　2月28日㈰午前10時／午前8時20分から受け付け開始
○対　象　市内在住または通学している小学生以上の人
　　　　　（小学生未就学児も保護者同伴であれば可）
○競技内容　クラシカル走法
○参加料　無料
○問い合わせ　湯沢スキー連盟赤平（☎79-2988）へ

湯
沢
ス
キ
ー
場

○と　き　2月7日㈰、3月6日㈰ ／午前10時～午後3時
○参加料　受験する級別で料金が異なります
○問い合わせ　稲川スキークラブ加藤（☎42-3311）へ

○と　き　2月11日㈭
○対　象　小学校3～6年生
○問い合わせ　湯沢雄勝スキー連絡協議会阿部（稲庭小学校内☎43-2002）へ

湯沢スキー場の
頂上に登ろう

○と　き　2月28日㈰午前10時／午前8時20分から受け付け開始
○参加料　小・中学生、高校生＝1,000円、一般2,000円
○対　象　小学校1年生～一般
○申し込み・問い合わせ　2月14日㈰まで、チャレンジスポーツクラブいなかわ
　　　　　　　　　　　　（稲川交流スポーツエリア内☎42-5060）へ

稲
川
ス
キ
ー
場

○と　き　2月7日㈰、14日㈰／午前10時～午後3時
○参加料　受験する級別で料金が異なります
○問い合わせ　皆瀬スキースクール阿部（☎090-4637-6348）へ

○と　き　日曜日、祝日／午前10時～正午、午後1時～3時
○受講料　1,500円（1レッスン2時間）
○申し込み　当日スキークラブハウスで受け付け
○問い合わせ　皆瀬スキースクール阿部（☎090-4637-6348）へ

第9回市民総体
クロスカントリー
スキー大会
（年齢別）

第33回　　    
稲川スキー大会

バッジテスト

バッジテスト

バッジテスト

○と　き　2月6日㈯午前10時～午後3時
○内　容　①午前の部＝9時30分から受け付け／参加料300円／スキーアスレチック、

スキータイムレース、ヒップレース②午後の部＝12時30分から受け付け
／参加料500円／スノーチューブレース、長靴とばしレース、宝探しゲーム

○問い合わせ　みなせスポーツ・文化クラブ楽日人（☎46-2033）へ

小
安
ス
キ
ー
場

湯沢市内スキー場イベント情報湯沢市内スキー場イベント情報

  湯沢市内

　スキー場
の

各種イベン
トについて

　　　お知
らせします

。

　冬をいっ
ぱい

　　楽しみ
ましょう！！

図書館での飲食について
　読書中の飲食は、食べこぼしや水濡れなどで本を汚したり劣化させたりする
危険が常にあり、カビの発生など衛生上の観点からも館内ではご遠慮いただい
ております。また、図書館の資料は皆さんの共有財産であることから資料保存
の点でも館内での飲食を禁止している公共図書館が多いです。
　しかし昨今、熱中症予防など健康面への配慮や、学習などで長時間滞在する
利用者からの要望もあり、水筒や蓋付の容器に入っている飲み物や軽食に限り、
飲食ができる場所を設置してあります。
　市内の4施設ごとに飲食できる場所が違いますので、ご利用の際は各施設に
確認をお願いします。

▲湯沢図書館2階　飲食コーナー

明橋　大二／著

湯

雄
湯

皆

図書館だより ●休館日については、市民カレンダーをご覧ください。

すすめ!ゆきのきゅうじょたい
さかさまさかさ
お金があればしあわせなの?
まあちゃんとりすのふゆじたく

ここで紹介した図書は一部です。
　新着図書情報は、市ホームページでも確認できます。

＝稲川カルチャーセンター（☎785557）
＝皆瀬生涯学習センター（☎462033）

＝湯沢図書館（☎733040）、
＝雄勝図書館（☎525387）、

湯

湯
雄

稲

稲
皆

橋の大解剖

木谷　美咲

伊勢　華子

津村記久子

高橋　博之

湯

稲
雄

皆

新着図書案内
一　般　図　書・・・・・・・・・・・・・ 児　童　図　書・・・・・・・・・・・・・

2月の特集・イベント2月の特集・イベント2月の特集・イベント

月2

2016.02.01
15

五十畑　弘／監修

人生が変わる!特選昆虫料理50

健脚商売  競輪学校女子一期生24時

この世にたやすい仕事はない

だから、ぼくは農家をスターにする『食べる通信』の挑戦

湯 雄

稲
と　き：2月20日㈯　午前10時
ところ：稲川カルチャーセンター
内　容：絵本の読み聞かせ・手遊びなど

と　き：2月6日㈯　午前10時
ところ：雄勝図書館児童コーナー

　子どもの自己肯定感を高めるに
はどうすればよい？ 「がんばれ、
より、がんばってるね、と認める
ほうがいい」 など、子どもと接す
るときの具体的な話し方や考え方
32章と、よくある子育ての悩み30
問を掲載。「子どもを支えようと
するには、まず親を支えなければ
ならない」 と、「子育てハッピー
アドバイス」 シリーズの著者は言います。

★おはなしボランティア「おはなしはあと」では随時会員を募
　集しています。おはなし会の見学も可能です。

☆おはなしボランティア「みんなの森」では随時会員を募集
　しています。おはなし会の見学も可能です。

と　き：2月27日㈯　午前10時30分
ところ：湯沢図書館児童室

みんな輝ける子に

竹下　文子
ピーター・ニューエル
大野　正人
かとうまふみ

　普段、何げなく目にし、通り過
ぎている橋。そんな、身近な構造
物である 「橋」 にもさまざまな種
類と形があります。たくさんの写
真、イラストで説明されている橋。
どのように生まれ、人々の暮らし
に関わってきたかを知ることがで
きます。

おはなし会

おはなしの会「ひまわり」による「おはなし会」

みんなの森おはなし会

おはなし会

おはなしの会「ひまわり」による「おはなし会」

みんなの森おはなし会

一般・児童　「落語特集」
絵本やＣＤ・ＤＶＤなど湯沢図書館所蔵の「落語」を展示
します。「笑い」は健康にいいですよ!

一般・児童　「落語特集」
絵本やＣＤ・ＤＶＤなど湯沢図書館所蔵の「落語」を展示
します。「笑い」は健康にいいですよ!

児　童　「お料理だいすき!」
一　般　「やさしい理系読書」
児　童　「お料理だいすき!」
一　般　「やさしい理系読書」



湯沢南部地区自治協議会イルミネーションイベント

クリスマスツリーみたい!

▲新年に士気を高め整列した隊員の皆さん

安全安心な暮らしのために

　1月4日、湯沢市交通指導隊・湯沢市防犯指導隊合同出
初式が、指導隊員や関係者約60人が出席して、湯沢生涯学
習センターで行われました。
　式では齊藤市長が「市民の安全安心な暮らしを守るため、
交通安全対策、防犯対策に取り組んでほしい」と指導隊員
を激励しました。
　その後、交通指導隊長から「飲酒運転撲滅と交通死亡事
故ゼロを目指し、交通安全運動に積極的に取り組む」、防
犯指導隊長からは「犯罪のない安全安心なまちづくりのた
め、パトロールなどの防犯活動に取り組む」と、力強い新
年の決意表明がありました。

2016.02.01
17

2016.02.01
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年明けうどん振る舞い
　　

▲年明けうどんを楽しむ親子もたくさん見られました

太く・長く!幸せを願って

交通安全指導隊・防犯指導隊合同出初式

　1月7日、ツルハドラッグ湯沢大町店の駐車場で年明け
うどんが振る舞われ、会場内は新年の縁起を担ぎに並ぶ多
くの人でにぎわいました。稲庭うどんやうどんエキスポで
おなじみの讃岐うどんが振る舞われたほか、つきたての餅
や酒の振る舞い、開運太鼓の演奏も行われ、訪れた人を楽
しませました。
　当日は、あいにくの天気でしたが、友達同士や家族同士、
仲良く肩を寄せ合いながら年明けうどんを味わっていまし
た。また、訪れた人たちからは「外で食べるうどんは、家
で食べるよりもおいしく感じた」「寒いけど、うどんのお
かげで体が温まった」などと感想が聞かれました。

第37回3時間立切試合・第17回女子の部2時間立切試合

心・技・体を一つに

　12月18日、湯沢よつば保育園の敷地内にあるカエデの
木に、イルミネーションが設置され、点灯式が行われま
した。これは湯沢南部地区自治協議会が、地域を明るく
照らすと同時に、地域の皆さんや子どもたちに喜んでも
らいたいと「湯沢市参加・協働のまちづくり提案型補助
金」を活用して、昨年から実施しているものです。
　点灯式には、よつば保育園の年長児が参加して、キャ
ンドルサービスを行いました。その後、全員でカウント
ダウン。ライトアップされた木に、子どもたちからは大
きな拍手と「クリスマスツリーみたい」などという歓声
が上がっていました。▲ライトアップされた木の前でキャンドルを持って記念撮影

　1月17日、湯沢市雄勝郡剣道連盟主催の「立切試合」
が総合体育館で行われました。基立と呼ばれる男子4
人、女子2人の選手が、男子は3時間で33人、女子は
2時間で22人の挑戦者と5分間ずつ休みなく剣を交え
長い時間を戦い抜きます。試合が進むにつれ体力が消
耗し、終盤は疲れが極限にまで近づいた状態の中で、
観客から大きな声援を受けた基立選手６人は、気力を
振り絞り倒れそうになるのを耐えながら熱い攻防を最
後まで見せてくれました。

雪んこ交流会

▲バケツで作製した雪の塊を積み上げて、塔の高さを競いました

雪国の体験で交流を深める

　1月9日から11日までの3日間、「雪んこ交流会」が小安
温泉スキー場で行われました。この交流は、静岡県長泉町の
スポーツ少年団と皆瀬小学校6年生の児童が、夏は富士山に
一緒に登り、冬は雪国のスポーツを体験することで交流の輪
を深めることを目的としているものです。今年で26回目とな
るこの会には、総勢52人の児童が参加し、アルペンスキーや
雪遊び体験が行われました。今回は湯沢市のＰＲとして、若
畑集落の特産品である「若畑みそ焼きたんぽ」を作る体験も
行われ、児童らは和気あいあいと取り組んでいました。

稲川・皆瀬新春書き初め大会

▲お題を思い思いに伸び伸びと書いていました

伝統文化「書」の技術を磨く

　1月5日、稲川農村環境改善センターで「稲川・皆瀬新
春書き初め大会」が行われました。この大会は、新年を迎
えた気持ちを日本の伝統文化である「書」で表し、子ども
たちの心を育てていくことを目的に行われています。
　当日は、稲川・皆瀬地域の小・中学生55人が参加し、半
紙の部と条幅の部に分かれて、「たこ」、「ひかり」、「天空」、
「生きる力」、「出発」、「新春の光」、「実現」、「理想実現」の
新年にちなんだお題を一筆一筆丁寧に書き初めをしていま
した。

第34回元旦ランニングの集い

▲号砲を合図に勢いよく走り始める参加者

走り初めを楽しむ

　1月1日、恒例の元旦ランニングの集い（主催：湯
沢市雄勝郡陸上競技協会）が市役所本庁舎前を発着点
として開催され、約150人が3キロのコースを笑顔で
走り抜けました。
　今年も幼稚園児から80代までの幅広い年代が参加。
参加者の中には今年の干支である申年にちなんだ衣装
のほか、ランニングシャツに短パンといった寒さをも
のともしないランナーの姿も見られました。

もとだち

▲気合の入った攻めを繰り出す基立を務めた湯沢市の高久徹五段
たか く とおる



■湯沢地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

「こんにちは赤ちゃん」 「おくやみ」 に掲載を希望しない人は、届け出の際に窓口へ申し出てください。
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■雄勝地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区
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上　旭　町

新　　　地
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1. 7
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1.14
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壽　一

ヤ　エ

専太郎

アツ子

樋 口　タ キさん
山 田　利 逸さん
山 本　シ ミさん
太 田　　 雄さん

■皆瀬地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区
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板　　　戸

湯　　　元

仏 師 ケ 沢
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福　松

重　一
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佐 藤　ヨ シさん
小 南　タ マさん
髙 橋　宮 一さん
佐 藤 昜之　さん

●湯沢地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

りょうじ

か　の

ゆきひ

こうせい

たすけ

奥 山　椋 慈くん

藤 山　叶 望ちゃん

髙 橋　夢 陽くん

三ツ本 晃 聖くん

新 藤　多 助くん

藤 原　あ こちゃん
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12.31

 1. 3
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 1. 7

元清水第１

浦町（三関）

柳　田　西

西 大 通 り

森　　　上

千 石 町 中

安武さん・早苗さん

卓也さん・未奈美さん

友喜さん・さつきさん

浩章さん・麻希さん

功基さん・愛さん

徹さん・咲子さん

●雄勝地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

こうせい

　　　こころ

門 脇　皇 晴くん

佐々木　　心ちゃん

 1. 4

 1.10

古　　　戸

田　用　橋

将信さん・雅子さん

慎二さん・瑞穂さん
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佐 藤　惣 一さん
大 長　チ ヤさん
姉 崎　朝 治さん
小 松　信 夫さん
藤 田 イヨ子さん
佐 藤　吉 秋さん
山 川　重 治さん
藤 井　修 二さん
　 野　シ ズさん

1月15日届け出分まで

■稲川地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

大　　　谷

張　　　山

両　　　替

新　　　町

飯　　　田
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64

98

95

77
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1. 7
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1. 9

1.14

1.14

髙 橋　幸 代さん
日 野　義 行さん
髙 橋　栄 子さん
安 達　フ ミさん
佐々木 重 雄さん
木 村　重 雄さん

健　悦

祐　亮

久　志

隆　三

重　

賢　一

節　子

時　雄

克　則

清　彥

耕　一

浩　志

シ　ミ

克　弥

祐　司

1月15日届け出分まで

2016.02.01
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●はスポーツ関連の行事です。
　詳しくは市教育委員会生涯学習課
　スポーツ振興班（☎55－8286）へ
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○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○年金相談〔旧市民プラザ〕午前10時～午後2時（要予約）
○げんきっこクラブ0歳児クラス〔広域交流センター〕
　午前１０時～１１時３０分／豆まき

●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般）
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●一般開放〔体育センター〕午後６時～９時（高校生を除く一般）

●スノーフェスタ２０１６ 〔小安温泉スキー場〕

●湯沢市フットサル選手権〔総合体育館〕
○雄勝図書館休館日

●ニュースポーツ体験教室〔総合体育館〕
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○年金相談〔旧市民プラザ〕午前10時～午後2時（要予約）
○げんきっこクラブ1歳児以上クラス〔広域交流センター〕
　午前１０時～１１時３０分／豆まき

●「スポーツを楽しむ日」（一般開放）〔総合体育館〕午前９時～正午
●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般）
○湯沢図書館休館日
○雄勝図書館休館日
○祝祭日救急歯科診療　大山歯科医院（湯沢／☎724222／
　午前９時～正午）

●湯沢雄勝小学生スキー交流会アルペン競技大会〔稲川スキー場〕

●一般開放〔体育センター〕午後６時～９時（高校生を除く一般）

●フットサル湯沢カップ大会Ｕ-１２〔～１４日、総合体育館〕
●一般開放〔体育センター〕午前９時～午後６時（小中学生・高校生）

○雄勝図書館休館日

●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般）

○年金相談〔旧市民プラザ〕午前10時～午後2時（要予約）

●一般開放〔体育センター〕午後６時～９時（高校生を除く一般）
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●一般開放〔体育センター〕午後６時～９時（高校生を除く一般）

●ネクサスナイターカップ稲川大会〔稲川スキー場〕
○湯沢図書館休館日

●湯沢市バスケットボール総合選手権〔総合体育館〕
○雄勝図書館休館日

●ニュースポーツ体験教室〔総合体育館〕
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○年金相談〔旧市民プラザ〕午前10時～午後2時（要予約）
○げんきっこクラブ合同クラス〔広域交流センター〕
　午前１０時～１１時３０分／誕生会・楽しいお話会
●「スポーツを楽しむ日」（一般開放）〔総合体育館〕午前９時～正午
●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般）
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●一般開放〔体育センター〕午後６時～９時（高校生を除く一般）

●一般開放〔体育センター〕午前９時～午後６時（小中学生・高校生）

●稲川スキー大会〔稲川スキー場〕
●市民総体クロスカントリースキー大会〔湯沢スキー場〕
○雄勝図書館休館日

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●カンガルースクール閉校式〔広域交流センター〕

○湯沢図書館休館日
○雄勝図書館休館日

○問い合わせ　湯沢保健所健康・予防課（☎73‒6155)または市健康対策課予防衛生班（☎73‒2124）へ

種類実施時間実 施 場 所日にち

24日㈬ 全血

2月献血日程　市民の皆さんのご協力をお願いします！
種類実施時間実 施 場 所日にち

23日㈫
　９：００～１１：００
１３：００～１４：００
１５：００～１６：００

湯 沢 警 察 署

㈱ 寛 文 五 年 堂

㈲ 佐 藤 養 助 商 店

１０：００～１０：３０
１１：３０～１２：００
１４：００～１６：００

全血

島田金属工業㈱秋田工場

雄勝セラミックス

国土交通省湯沢河川国道事務所

2月7日は「北方領土の日」です

お問い合わせは  税務課納税班 （☎73-2118　）へ
納税は簡単で便利な口座振替をご利用ください
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安
心
・
安
全
に
こ
だ
わ
っ
た
米
作
り
で
地
域
を
活
性
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
部
　
浩
見
さ
ん
（
52
）

　
平
成
二
十
七
年
十
一
月
二
十
二
・
二
十
三
日
に
行

わ
れ
た
米
の
味
な
ど
を
競
う
第
十
七
回
米
・
食
味
分

析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
国
際
大
会
（
米
・
食
味
鑑
定
士

協
会
主
催
）
に
渡
部
浩
見
さ
ん
が
出
品
し
た
「
金
の

い
ぶ
き
」
が
県
代
表
と
し
て
、
都
道
府
県
代
表
お
米

選
手
権
の
部
で
見
事
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
同
大
会
は
、
総
出
品
数
五
千
検
体
を
超
え
る
国
内

最
大
規
模
の
米
の
コ
ン
ク
ー
ル
。
食
味
計
や
味
度
計

に
か
け
る
一
次
審
査
と
二
次
審
査
の
合
計
数
値
が
高

く
、
厳
選
さ
れ
た
米
の
み
が
最
終
審
査
に
進
み
ま
す
。

最
終
審
査
で
は
、
炊
飯
し
、
食
味
鑑
定
士
や
一
般
選

抜
（
料
理
人
な
ど
）
の
審
査
員
が
香
り
・
粘
り
・
つ
や
・

甘
味
な
ど
を
審
査
し
、
投
票
に
て
金
賞
を
決
定
す
る

と
い
う
厳
し
い
も
の
で
す
。

　
十
六
年
か
ら
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
品
し
、
過
去
に
二

回
、
あ
き
た
こ
ま
ち
で
の
入
賞
実
績
は
あ
り
ま
し
た

が
、
金
賞
は
初
め
て
。
受
賞
者
の
多
く
は
、
長
野
県

や
群
馬
県
な
ど
標
高
が
高
く
寒
暖
差
の
大
き
い
産
地

で
栽
培
し
て
お
り
、
今
回
の
金
賞
は
ま
さ
に
快
挙
で

す
。「
ど
こ
の
農
家
も
、
自
分
の
米
が
一
番
お
い
し

い
と
思
っ
て
米
作
り
を
し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ

客
観
的
な
評
価
は
大
切
で
す
し
、
夢
に
ま
で
み
た
金

賞
は
本
当
に
う
れ
し
い
で
す
」
と
胸
を
張
り
ま
す
。

　
渡
部
さ
ん
は
、
安
心
・
安
全
な
米
を
消
費
者
に
届

け
る
た
め
、
最
小
限
の
農
薬
で
化
学
肥
料
に
頼
ら
な

い
土
作
り
を
基
本
と
し
、
和
牛
の
堆
肥
に
米
ぬ
か
、

有
効
性
微
生
物
菌
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
良
質
の
土
作
り

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
十
二
種
類
の
天
然

漢
方
薬
な
ど
を
散
布
し
、
作
物
そ
の
も
の
の
抵
抗
力

を
高
め
て
害
虫
か
ら
守
る
と
い
う
漢
方
栽
培
を
利
用

し
、「
収
穫
量
よ
り
も
質
に
こ
だ
わ
り
た
い
」
と
環

境
や
人
に
や
さ
し
い
農
業
を
心
掛
け
、
お
い
し
い
米

を
作
る
た
め
日
々
改
良
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
い
く
ら
安
心
・
安
全
で
お
い
し
い
米
を

作
っ
て
も
、
食
べ
て
も
ら
え
な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り

ま
せ
ん
。「
同
じ
品
種
で
も
栽
培
方
法
な
ど
に
よ
っ

て
味
が
異
な
り
ま
す
。
選
ん
で
も
ら
え
る
米
作
り
を

し
た
い
」
と
話
す
渡
部
さ
ん
が
最
も
大
切
に
し
て
い

る
の
は
消
費
者
と
の
つ
な
が
り
。
自
ら
東
京
に
出
向

い
た
り
、
丁
寧
な
説
明
を
心
掛
け
た
り
と
消
費
者
と

顔
の
見
え
る
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
受
賞
を
受
け
て
渡
部
さ
ん
は
「
こ
の
受
賞

を
起
爆
剤
と
し
て
、
金
の
い
ぶ
き
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や

農
家
の
所
得
向
上
な
ど
を
推
進
す
る
た
め
の
新
た
な

販
売
戦
略
を
構
築
し
、
地
域
活
性
化
の
た
め
に
貢
献

し
た
い
」
と
意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。

　
後
継
者
不
足
な
ど
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し

さ
を
増
す
中
、
米
作
り
を
通
し
て
地
域
の
活
性
化
を

目
指
す
渡
部
さ
ん
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
挑
戦
は
続
き

ま
す
。

▶国内最大規模のこの大会で、最高賞であ
　る金賞を受賞するのは難しく、名誉なこ
　とです。
　今回金賞を受賞した金のいぶきは、栄養
　の宝庫である胚芽が通常の約３倍もある
　お米で、米油を作り出すことも可能です

2.1  Vol.260
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わ
た
な
べ

ひ
ろ
み
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